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研究テーマ※ 歴史社会言語学的見地からみた敬語の簡素化と明晰化 
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【研究の背景・目的・内容】 

日本語の敬語法が、話題敬語から対者敬語へと変化していることは、井上（1989） 森山（1997）によって既

に指摘されている。これは、江戸時代後期から明治時代20年代において「ます」「です」が丁寧形として成立した

こと、さらに、戦後75年を経て民主化が進み、社会の脱階層化（un-stratification）の進行により「いらっしゃ

る」の衰退とこれに代わって「行かれる」の拡張、「です」の口語体「っす」と「動詞＋です（例：行くです）」の用法の

出現などの例を見ても、敬語の簡素化と明晰化が進み、話し手の聞き手への配慮に重点が置かれた「対者敬語」

としての丁寧語化が進んでいることがわかる。筆者の研究の目的は、この言語変化を、従来、共時的考察がほと

んどであった社会言語学の分野に、通時的視点を採り入れ、歴史社会言語学的見地から分析することである。 

 

【応用例、研究の展望】 

 右の図は、埼玉県在住・大阪出身・その他の地域の女性（およ

そ40代～60代）に、各敬語形を聞いて、「不自然」と思うかと

質問した結果である。筆者の予想以上に、「行かれる」を自然と

して、「いらっしゃる」を不自然と答えた割合が多かった。 

 

 

【研究方法の特色】 

研究には、質的・量的分析の併用を試みる混合研究法を採用し

ている。 
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